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１． 対象区域 

歴史的・文化的価値が高く、将来に引き継いでいかなければならない貴重な地域資源であ

る史跡是川石器時代遺跡を核とした周辺の地域は、良好な景観の形成・保全とともに、縄文

時代のたたずまいを感じさせる景観の形成にむけて、特に重点的な景観づくりを進める必要

がある地域です。 

このことから、是川石器時代遺跡が存在する台地と、隣接する山林・田畑・集落地、本地

区内を東西南北に走る主要道路によって構成される区域を景観重点地区に指定します。 

対象区域は、史跡是川石器時代遺跡第一期整備基本計画における景観保全ゾーンを基本と

し、一体的な景観づくりが必要と考えられる北側の集落を含めた、下図の範囲とします。 

 

 

是川景観重点地域 区域図  

新 

井 

田 

川 

是川橋 

凡 例 

      是川景観重点地区 

      史跡範囲 

      主要道路 

      景観保全ゾーン 

       （一期整備基本計画） 

       主要な視点場 

一王寺遺跡 

市道 八幡坂線 
県道 138号 

島守八戸線 

堀田遺跡 

中居遺跡 

是川縄文館 ● 

市道 中居線 

是川縄文館 分館 
● 

清水寺観音堂 ● 

是川遺跡記念碑 ● 
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２． 景観の特性 

自然的景観特性 

○点在する田畑や集落を包括した広がりのある台地面と背景となる山林のみどりが一体と

なった田園景観を形成しています。 

・ 是川地区は、標高 70ｍの台地を隔ててやや内陸に位置し、冬季は中心部よりやや積雪

が多い傾向があります。 

・ 区域西側に広がる山林の大部分はスギ・アカマツなどの植林、または薪炭林などの二次

林で構成されています。 

・ 区域東方の台地部分には畑が広がっており、沢沿いには水田がみられます。区域内から

は山林が一体となった田園景観が眺望できます。 

 

歴史・文化的景観特性 

○是川石器時代遺跡は、東北地方の縄文文化を代表する重要な歴史文化資源であるととも

に、学術機能と観光機能を併せ持った拠点となっています。 

・ 「中居遺跡」「堀田遺跡」「一王寺遺跡」からなる是川石器時代遺跡は、大正２年（1913

年）から発掘調査が行われ、東北地方の縄文文化を考える上で重要な遺跡として国史跡

に指定され、また、出土品の一部は国重要文化財に指定されています。 

・ 是川石器時代遺跡を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」は令和元年度に世界文化遺産

への推薦が決定し、日本を代表する遺産としての価値が高まっています。 

・ 清水寺観音堂は、県内最古の木造建築として重要文化財に指定されています。 

 

区域西側に広がる植林 市道 八幡坂線から望む 
 

是川遺跡記念碑から望む 
区域南西部 

清水寺観音堂 中居遺跡南側低湿地 出土した木胎漆器 
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都市的景観特性 

○点在する小規模集落は、生垣や社寺林、屋敷林等によってみどりの多い景観を形成してい

ます。 

・ 区域内は都市計画区域内において用途地域の指定のない区域であり、農家住宅による小

規模の集落が点在しています。 

・ 集落内では、生垣のみどりによって、道路を挟んだ個々の住宅間に色彩のつながりが生

まれているほか、周囲から目立つ高さをもつ巨木も存在しています。 

・ 区域北部には主要道となる市道八幡坂線が東西に横断しているほか、史跡内には、市道

中居線・県道島守八戸線及び法定外道路が存在しています。 

・ 都市計画マスタープランでは、歴史文化資源を活かして、保全を図るとともに、歴史と

文化を学習し体験する拠点として整備充実を図ることとしています。 

・ 区域内は、遺跡を通じて縄文人の暮らしや文化の総合的な復元を目指す「是川縄文の里」

として、学術機能と観光機能を併せもった拠点である八戸市埋蔵文化財センター是川縄

文館を中核施設として整備を進めています。 

・ 本市では、是川石器時代遺跡について、保存活用計画、第一期整備基本計画を策定し、

是川石器時代遺跡の持続可能な保存と活用を図ることとしており、調査成果に基づき、

植物を巧みに利用した縄文時代のムラを再現する計画となっています。 

 

  

県道島守八戸線と 

区域内の集落（右側） 

市道八幡坂線と 

区域内の集落（左側） 

市道中居線と 

区域内の集落 

区域内集落にある 

特徴的な巨木 

是川縄文館 本館 是川縄文館 分館 
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是川石器時代遺跡 第一期整備基本計画 整備ゾーニング図 

 
是川石器時代遺跡 第一期整備計画 全体計画図 
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３． 景観づくりの方針 

是川景観重点地区の景観特性を踏まえ、景観づくりの基本方針を次のとおり示します。 

 

  

〇是川石器時代遺跡内の景観は、縄文文化を感じさせるよう、周辺の自然的要素と

の調和に努めます。 

〇地区内の木竹は、主要な視点場からの景観を構成する重要な要素であり、適切な

維持管理を進めます。将来的には、縄文時代の植生を再現することも検討します。 

〇是川地区では、歴史的景観の維持保全に加えて、縄文文化を体験・学習できる地

区として整備充実を図ります。 

〇地区には、将来的に多くの来訪者が見込まれることから、地域住民の生活環境を

悪化させないよう、景観づくりにおいても配慮します。 

〇地区住民・市民と協働して、来訪者が満足できる環境維持活動の実施について検

討します。 

是川石器時代遺跡 第一期整備基本計画 

完成予想パース（遺跡全景） 
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４． 良好な景観づくりのための行為の制限 

届出対象行為 

是川景観重点地区では、次に掲げる建築物の建築等の行為は、景観法第 16条第1項に

基づき行為の届出が必要です。 

行為の種類 届出が必要となる規模 

建築物の新築、増築、改築又は移転 延べ面積が 10 ㎡を超えるもの。 

建築物の外観を変更することとなる修繕、 

模様替又は色彩の変更 

延べ面積が 10 ㎡を超えるもので、 

外観（屋根を除く外壁に相当する部

分）の面積合計の 1/2 に相当する面

積を超えるもの 

工
作
物
の
新
設
、
増
築
、
改
築
又
は
移
転 

さく、塀、擁壁その他これらに類する工作物 高さが 1.5ｍを超えるもの 

鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他

これらに類する工作物 

高さが５ｍを超えるもの 風車、風力発電施設その他これらに類する工

作物 

煙突、排気塔その他これらに類する工作物 

電気供給のための電線路又は有線電気通信

のための線路（支持物を含む。） 
高さが 10ｍを超えるもの 

物見塔、電波塔その他これらに類する工作物 
高さが５ｍを超えるもの 

（建築物と一体となって設置される

場合は、地盤面から当該工作物の上

端までの高さ） 
彫像、記念碑その他これらに類する工作物 

観覧車、コースター、ウォーターシュートそ

の他これらに類する遊戯施設 

高さが５ｍを超えるもの又は 

築造面積が 10 ㎡を超えるもの 

自動車車庫の用に供する立体的施設 

アスファルトプラント、コンクリートプラン

トその他これらに類する製造施設  

石油、ガス又は穀物、飼料その他これらに類

するものの貯蔵又は処理の用に供する施設 

汚物処理施設、ごみ焼却施設その他これらに

類する処理施設 

橋りょうその他これに類する工作物 長さが 20ｍを超えるもの 

太陽光発電設備 事業敷地が 300 ㎡を超えるもの 
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行為の種類 届出が必要となる規模 

工作物の外観を変更することとなる 

修繕、模様替又は色彩の変更 

「工作物の新設、増築、改築又は移転」

の規模に関する要件に該当する工作物

で、外観に係る面積の合計の 1/2 に相

当する面積を超える工作物 

都市計画法第４条第 12 項に規定する開発行為 
土地の面積が 300 ㎡を超えるもの 

又は法面の高さが 1.5ｍを超えるもの 

土石の採取、鉱物の掘採その他の 

土地の形質の変更 

土地の面積が 300 ㎡を超えるもの 

又は法面の高さが 1.5ｍを超えるもの 

木竹の伐採 
面積が 50 ㎡を超えるもの 

又は木竹の高さが 5ｍを超えるもの 

屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の 

物件の堆積 

高さが 1.5ｍを超えるもの 

又は築造面積が 50 ㎡を超えるもの 

 

制限事項 

是川景観重点地区では、景観づくりの方針を尊重するとともに、次表に掲げる良好な景観

づくりのために制限する基準へ適合することとします。 

共通事項 

・景観づくりの方針や地域の景観特性を考慮し、周辺の良好な景観との調和に配慮するこ

と。 

・行為地の選定に当たっては、自然や歴史的・文化的遺産等の地域の良好な景観資源を保

全するとともに、主要な視点場からの眺望を妨げないよう配慮すること。 

・既存の樹木等がある場合は保存又は移植に努め、樹木等がない場合は緑化に配慮するこ

と。また、特に道路等の公共空間に接する部分にあっては、その緑化に努めること。 

・投光器その他の照明による演出をする場合は、祭り

などのイベントで一時的に使用する場合を除き、照

明を上方に向けないこと。また、使用する光の色や

照明機器から漏れる光の方向、量等に十分留意し、

周辺の良好な景観を乱さないようにすること。 

・景観法に基づく景観地区及び景観協定、市長の認定を受けた景観推進協定等の区域にあ

っては、それらに定める基準に従うものとする。 
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建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕 

若しくは模様替又は色彩の変更 

形態・意匠 ・周辺の建築物等との連続性を考慮し、街並みと調和した高さ、位置、形態

及び意匠とするよう配慮すること。 

・室外設備等は、道路等の公共空間から目立たない場所に設置するよう、又

は周辺景観に調和する修景措置を講ずるよう配慮すること。 

・屋根形状は、周辺の山並みや畑地の緩やかな傾斜と

の調和を意識した勾配屋根とするなど、周辺景観に

配慮したものとすること。 

・周辺の和風の建築物と馴染む形態・意匠とするこ

と。 

・建築物の高さは、集落内で高さが突出しないよう、地上２階以下を原則と

し、適度な軒の出を確保すること。 

・太陽光発電設備等を設置する場合は、主要な視点場や公共空間から望見で

きる場所に設置しないよう努め、屋根に設置する場合は屋根と一体的に見

える形態とすること。 

・県道島守八戸線・市道八幡坂線沿道にあっては、建築物の最高高さは13

ｍ以下とし、かつ、軒先や庇など建築物の各部分の高さは当該部分から道

路又は敷地境界線までの水平距離に7ｍを加えた高さ以下とすること。 

・県道島守八戸線・市道八幡坂線の道路境界部を緑化できるよう、建築物の

外壁もしくはこれに代わる柱の面を可能な限り道路から後退させること。 

・植栽する際は、周辺の屋敷林と調和するよう、樹種、植栽位置に配慮すること。  

・沿道に単独で立地する場合（周辺に建築物等が無い場合）、田園景観の中

に突出しないよう、周辺と調和を図り植栽を行うこと。 

 

・本地区内の主要な視点場からの眺めを意識した形態･意匠とするよう配慮

すること。 
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色 彩 ・ 色の選定については、景観づくりの方針や地域の景観特性を考慮し、良好な

景観の連続性や継続性、向上等に資するよう十分な配慮をすること。 

・周辺の良好な景観との色調（トーン）に配慮すること。 

・敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調

（トーン）に配慮すること。 

・みどりを阻害しないよう、また、みどりが映えるよう配慮すること。 

・自然素材の持つ色を有効に活用するよう努めること。 

・原色の使用を避け、周辺の良好な景観と調和した落ち着きのある色調とす

るとともに、外壁及び屋根にあっては次のとおりとする。 

外壁：基調色はＲ、ＹＲは彩度７以下、Ｙ、ＧＹ、Ｇ、ＢＧ、Ｂ、ＰＢ、

Ｐ、ＲＰは彩度３以下。明度８以下。 

屋根：周辺の良好な自然環境を阻害しない色相、色調の使用に努めるとと

もに、明度は５以下とすること。 

 

・太陽光発電施設等を設置する場合は、パネルの色彩を黒又は濃紺もしくは

低彩度・低明度の目立たないものとすること。 

 

  

＊）マンセル表色系 

マンセル表色系は色の3属性に基づいた色彩を表現する体系。3属性とは色相、

明度、彩度の 3 つのこと。 

◆色相 

色の種類を示すもの。 

マンセル表色系では、これを基本となる 5 色（赤

(R)、黄(Y)、緑(G)、青(B)、紫(P)）と中間の 5 色

（黄赤(YR)、黄緑(GY)、青緑(BG)、青紫(PB)、

赤紫(RP)） の 10 色相に分割して表示する。 

◆明度 

色の明るさを示すもの。 

無彩色（白や黒など色を持たないも

の）を基準とし、最も明るい白を明

度の 10、最も暗い黒を明度0 とし

て、明るさの段階を表示する。 

◆彩度 

色の鮮やかさを示すもの。 

彩度は色のない無彩色を 0 として

色の鮮やかさの度合いにより数字

を大きく表示する。 

図：マンセル色相環 

※5ＹＲにおける是川景観

重点地区の規制範囲 

明度 

５ＹＲ標準色票 

彩度 
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素 材 ・自然素材の持つ色を有効に活用するよう努めること。 

・みどりを阻害しないよう、また、みどりが映えるよう配慮すること。 

・周辺の良好な景観と調和する素材を用いるとともに、その質感（テクスチ

ャー）を活かすよう配慮すること。 

・可能な限り、耐久性に優れ維持管理が容易な素材や、年数とともに周囲の

景観に溶け込むような素材を採用するよう配慮すること。 

・鏡面仕上げのものなど、反射光のある素材を屋根や壁面など大部分にわた

って使用しないこと。 

・太陽光発電施設等を設置する場合、パネルは反射が少なく模様が目立たな

いものを採用するよう配慮すること。 

垣又は柵等 ・周辺の良好な景観と調和した形態意匠とするこ

と。 

・高さ１mを超える場合は、できるだけ生垣や板塀

とすること。 

・金属フェンスの設置にあっては、無機質な色彩を

避けるとともに透視可能なものとし、植栽等によ

りみどりとうるおいのある景観づくりに努めるこ

と。 
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工作物（屋外広告物を除く）の新設、増築、改築若しくは移転、 

外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 

形態・意匠 ・道路等の公共空間から目立たない場所に設置するよう、又は周辺景観に調

和する修景措置を講ずるよう配慮すること。また、やむを得ず道路等の公

共空間に接するときは、威圧感、圧迫感を軽減するよう配慮すること。 

・建築物に付帯する工作物は、建築物と意匠を揃えるなど、違和感のないも

のとするよう努めること。 

・電波基地局や風力発電施設の設置にあっては、原則として主要な視点場か

ら望見できないようにすること。 

・電波塔、その他これに類するものの設置にあっては、周辺の山の稜線を分

断する位置を避けるとともに、是川縄文館、是川縄文守護観音その他主要

な視点場からの眺望を妨げることのないようにすること。 

 
・工作物の高さは、周辺の建築物等や樹林から突出しないよう配慮するこ

と。 

・道路脇の電柱及び電線は、眺望の対象と反対側の沿道に配置する等、眺望

の妨げとならないよう努めること。 

・沢や沢に展開する水田の用水路の護岸は、周辺の自然

景観との調和を図り、石積みなど自然素材、伝統的な

工法を可能な限り採用すること。 

・太陽光発電施設を設置するときは、是川石器時代遺跡内から望見できる範

囲に設置しないこと。また、道路等の公共空間及び望見できる範囲には設

置しないよう努め、やむを得ず公共空間側に設置する場合は、道路から望

見できないよう、植栽等により遮へいを行うこと。 
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工作物（屋外広告物を除く）の新設、増築、改築若しくは移転、 

外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 

色彩及び 

素材 

・色の選定については、景観づくりの方針や地域の景観特性を考慮し、良好

な景観の連続性や継続性、向上等に資するよう十分な配慮をすること。 

・みどりを阻害しないよう、また、みどりが映えるよう配慮すること。 

・自然素材の持つ色を有効に活用するよう努めること。 

・敷地内にある他の建築物等との統一感や、敷地周辺の良好な景観との色調

（トーン）に配慮すること。 

・原色の使用を避け、周辺の良好な景観と調和した落ち着きのある色調とす

ること。（建築物の新築等の場合における外壁と同様の基準とする。） 

・電柱等は、周辺の既存柱との調和を考慮しつつ、背景に溶け込みやすい色

彩とする。 

・太陽光発電施設を設置するときは、太陽光パネルの色彩を黒又は濃紺もし

くは低彩度・低明度の目立たないものとすること。また素材は反射が少な

く模様が目立たないものを採用するよう配慮すること。 

その他 ・太陽光発電施設を設置するときは、沿道に立地する場合、敷地境界からで

きるだけ後退し、田園景観の中に突出しないよう、周辺と調和を図り植栽

を行うこと。 

・太陽光発電施設を設置するときは、分電盤などの附帯施設は、周囲の景観

と調和するように意匠・形態に配慮し、色彩については建築物の新築等の

場合における外壁と同様の基準とすること。 

 

都市計画法第４条第 12 項に規定する開発行為 

方 法 ・現況の地形を可能な限り活かし、長大な法面や擁壁が生じないよう配慮す

ること。やむを得ない場合は、法面は郷土種を用いて緑化し、擁壁は周辺

の良好な景観と調和した形態及び素材とするよう配慮すること。 

その他 ・敷地内に樹木がある場合は、保存又は移植するよう配慮すること。 
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屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積 

位置及び 

規模 

・道路等の公共空間及び主要な視点場、丘陵、河川等から見えにくい位置及

び規模とすること。やむを得ない場合は、敷地の周囲を、郷土種を用いた

緑化や塀の設置等により遮へいし、周辺の良好な景観との調和に配慮する

こと。 

・県道島守八戸線・市道八幡坂線沿道にあっては、資材、廃材、廃タイヤ、

自動車等の野積みは行わないこと。やむを得ず堆積する場合は、道路から

望見できないよう、植栽等により遮へいを行うこと。 

方 法 ・高さを可能な限り抑えるとともに、整然とした堆積を行うよう配慮するこ

と。 

 

木竹の伐採 

方 法 ・伐採は必要最小限とし、周辺景観との調和を乱すことのないよう配慮する

こと。 

・伐採後は、みどりの豊富なところにあっては、可能な限り周辺の樹種・植

生と調和する緑化を行うなど、連続性を保つよう配慮すること。 

・建築物の建築等、工作物の建設等に際しては、可能な限り樹木を伐採せず、

周辺の景観に配慮し、位置を検討してから同敷地内に移植すること。 

・移植が困難で止むを得ず伐採するときは、同数以上の樹木を、周辺の景観

に配慮し、位置を検討してから同敷地内に植え、みどりの確保に努めるこ

と。 

 

土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更 

方 法 ・採取又は掘採は整然と行い、必要に応じて郷土種を用いた緑化や塀の設置

等により周辺の良好な景観との調和に配慮すること。 

・土地の形質の変更は現況の地形を可能な限り活かし、長大な法面や擁壁が

生じないよう配慮すること。やむを得ない場合は、法面は郷土種を用いて

緑化し、擁壁は周辺の良好な景観と調和した形態及び素材とするよう配慮

すること。 

その他 ・跡地は、速やかに、郷土種を用いて周辺の植生と調和した緑化を行うよう

配慮すること。 

・敷地内に樹姿又は樹勢が優れた樹木がある場合は、保存又は移植するよう

配慮すること。 
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５．屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する

行為の制限に関する事項 

是川景観重点地区では、次表に掲げる景観法第８条第２項第４号イに基づく屋外広告物の

表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限に関する事項を定め、八戸市

屋外広告物条例第３条に基づき、屋外広告物の誘導を図ります。 

 

屋外広告物設置基準 

共通事項 ・景観づくりの方針や地域の景観特性を考慮し、周辺の良好な景観との調和

に配慮すること。 

位置・形状・

規模及び意

匠 

・主要な視点場からの眺望を妨げたり、背景との調和を乱すことのないよう

位置、形状、規模及び意匠に配慮すること。 

・複数の広告物にあっては、大きさや向きを揃えるなど、まとまり感に配慮

すること。 

・高さは８ｍ以下とする。 

・建築物の屋根または屋上には設置しないこと。 

・原則として野立看板を設置しないこと。 

色彩 ・基調色について、周辺の良好な景観に配慮した色彩を用いるよう努めること。 

・安全上その他の理由によりやむを得ない場合を除き、蛍光色や反射材の類

は使用しないこと。 

・原色の使用を避けるとともに、主要な色数は３色程度に抑えること。 

素材 ・周辺の良好な景観と調和する素材の使用や表面処理に配慮すること。 

・耐久性に優れ維持管理が容易な素材を用いるよう努めること。 

・照明機器は必要最小限とし、上方に向けないこと。 

・ネオン、回転灯、LEDなどによる点滅あるいは明滅を繰り返すものは設

置しないこと。 

・照明機器を設置する場合は、使用する光の色や方向、量等に十分留意し、

周辺の良好な景観との調和を乱さないようにすること。 

その他 ・景観法に基づく景観地区及び景観協定、市長の認定を受けた景観推進協定

等の区域にあっては、それらに定める基準に従うものとする。 
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